
平成 20 年度 北海道遺産構想推進協議会 事業報告 

１ 基本的な考え方 

■北海道遺産構想推進協議会では平成 18 年度から 20 年度までの 3 年間を「発展・拡大期」と位 

置づけ、北海道遺産の物語の発信による魅力の向上（ブランド化）や、北海道遺産構想の趣旨を 

全道に普及させること、そして長期的な視点から本構想を推進する体制の整備を活動の柱にして 

きました。 

■北海道遺産構想の趣旨を広く全道へ普及していく運動として、地域の多様な宝物を広く集め、 

発信していく「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト」を平成 19 年度に継続して行いまし 

た。平成 20 年度には第 2次登録審査を行い、第 1 次分とあわせてこれまでに 180件以上の「ムラ 

の宝物」が登録され、ホームページを使った情報発信のほか、プロジェクトをテーマにしたパネ 

ル展等を実施しました。 

■企業とのタイアップによる事業として、 札幌市内と江別市の 12 の北海道遺産の施設をめぐるス 

タンプラリーを開催しました。 ラリーポイントでスタンプを集めたハガキの応募は 500 通を超え、 

好評のうちに終了しました。 

■その他、前年度に引き続き、ＤＶＤ・公式ガイドブックの販売、ホームページでの情報発信、 

イベント等でのパネル展示、その他、マスメディアへの出演・執筆など各種普及啓発活動を行い 

ました。 

■本構想を資金的に支えていただいた「北海道遺産応援団」の仕組みの終了にともない、協議会 

の自立化を図るため、平成 19 年度より特定非営利活動法人（ＮＰＯ）化への準備を行ってきまし 

たが、平成 20 年 9 月に申請を行い、12月に北海道より認証をいただきました。平成 21 年 1 月に 

臨時総会を行い、任意団体としての「北海道遺産構想推進協議会」は解散し、新たに「ＮＰＯ法 

人北海道遺産協議会」が設立、平成 21 年 4 月よりＮＰＯ法人としての活動が本格的にスタートし 

ました。 

■今後は多様なチャネルでの活動資金の確保が必要となることから、ＮＰＯ法人化にともない、 

関係各所へのサポーター募集の呼びかけを行いました。



２．事業概要 

（１）普及啓発活動事業 

「北海道遺産ＤＶＤ」と「公式ガイドブック」の販売（通年） 

前年に続き道内の主要書店およびアマゾンネット、直接申込での販売に加え、平成 20 年 2 

月～5 月に北海道とセイコーマート、8 月～11 月に北海道とセブンイレブンの連携事業の一 

環として全道の店舗で販売。 

また、北海道遺産の常設パネル展を設営させていただいた中央バスターミナル 2 階、北海道 

開拓記念館内において販売のご協力を得ている。 

○平成 20 年度販売実績 

・北海道遺産ＤＶＤ 282 セット・502 千円 

・北海道遺産公式ガイドブック 855 冊・556千円 

○28 千円 

「北海道遺産スタンプラリー」（4 月 25 日～10月 31 日） 

札幌市内と江別市の 12 の北海道遺産の施設をめぐるスタンプラリーを開催した。 

ラリーポイントでスタンプを集めたハガキの応募は 501 通となり、好評のうちに終了した。 

○1,088 千円 

「リーフレットのリニューアル」（7 月） 

リーフレットを、市町村合併に伴う所在地の変更、ムラの宝物プロジェクトの広告、事務局 

住所の変更などを反映し新規版に改訂した。 

○444 千円 

「ポスターの新規作成」（7 月） 

北海道遺産ポスター（Ｂ2 版）を作成し、全道セブンイレブンにて掲示した。 

○400 千円 

「ホームページでの情報発信と運営管理」（通年） 

ホームページを、より多様にタイムリーに、情報発信できるように、全面的にリニューアル 

した。 

○634 千円 

「イベントへの参加・ＰＲ」（随時）：84 千円 

◇北海道遺産額装写真展示（常設：JR札幌駅・北海道さっぽろ「食と観光」情報館） 

◇「北海道遺産展」（常設：札幌市・中央バス大通ターミナル 2 階） 

北海道中央バス株式会社・株式会社シィービーツアーズのご協力をいただきターミナル 2 

階の 1 室において北海道遺産の展示ブースを設営。北海道遺産 52 件のパネル展示。DVD を



上映・販売。 

◇「北海道遺産展示」（常設：札幌市・すすきの「インフォメーションプラザ 43」） 

◇「日本造園学会全国大会：北海道遺産パネル展示」（5/24～25：札幌市） 

◇「環境総合展 2008：北海道遺産パネル展示」（6/19～22：札幌市） 

◇「ほっかいどうムラの宝物展」開催（8/25～27：札幌市・北海道庁 1階道民ホール） 

◇「サッポロビールパネル展」（全国の工場にて） 

◇「日本ハムファイターズ『WE LOVE HOKKAIDO シリーズ 2008』北海道遺産パネル展示」（7/22 

～27：札幌市・札幌ドーム） 

◇「スルガ銀行東京ミッドタウン支店内ギャラリーにて北海道遺産を紹介」 

（8 月：東京都） 

◇「『北海道ポスター展 in 松山大学』にて北海道遺産ポスターを掲示」（9/26～28：松山市： 

松山大学・札幌大学との合同企画） 

◇「日本都市計画家協会『全国まちづくり会議 2008』にて『ほっかいどうムラの宝物プロジ 

ェクト』展示」（10/4～5：恵庭市） 

◇「帯広ユネスコパネル展」（11/17～23・帯広市） 

「その他のＰＲ活動（展示・参加・講師派遣など）」（随時） 

◇北海道遺産メールニュースの発行、ホームページ・事務局ブログでの情報発信 

北海道遺産の所在地同士の情報共有を図り、相互交流により効果的な取り組みを展開で 

きるよう、協議会と各地域の担当者とのネットワーク「北海道遺産メーリングリスト」を 

運営するとともに、地域情報を含めた最新情報についてＨＰなどを利用し発信した。 

◇講演・講師・委員など依頼 

・社団法人北海道観光振興機構理事就任：会長・辻井 達一（4/1～） 

・石狩支庁地域政策推進事業「体験観光マーケティングフィールドワーク」 

有識者委員委嘱：事務局・伊田 行孝（7/17～12/28） 

・札幌市清田区市民生活部地域振興課主催「まちづくり参加・入門教室『水から再発見』」 

講師：事務局・伊田 行孝 

・財団法人太陽北海道地域づくり財団・助成事業贈呈式出席（4/9） 

・ＦＭアップル・ゲスト出演：事務局・萩 佑（11/8） 

・さっぽろ村ラジオ・ゲスト出演：事務局・伊田 行孝（11/11） 

●ほっかいどうムラの宝物展（道庁１階） ●全国まちづくり会議 2008（恵庭市） ●日本造園学会全国大会（北大）



◇視察・ヒアリング 

・経済産業省（近代化産業遺産関連）ヒアリング調査協力（9/24） 

・NPO 法人いくのライブミュージアム（兵庫県）来札（12/10） 

・土佐経済同友会（高知県）来札（1/8） 

◇定期刊行物などへの掲載 

・ 『日経新聞掲載広告 北海道遺産シリーズ』（中道リース株式会社） 

・ 『文化情報』（北海道文化財保護協会会報） 

・ 『北海道遺産物語』（HTB 毎週土曜日 22:51～22:56） 

・ 『RAPORA（ラポラ）』（AIR DO 機内誌） 

・ 『道民の宝物』（釧路新聞日曜版 北海道遺産紹介コーナー） 

・ 『きらめき』（(社)北海道空調衛生工事業協会広報誌） 

・ 『ニュースレポート中央会』（北海道中小企業団体中央会広報誌） 

・ 『GREEN』（ホクレン農業共同組合連合会広報誌） 

・ 『The Windsor』（ザ・ウィンザーホテル洞爺広報誌） 

・ 『北海道消防新聞』（財団法人北海道消防協会） 

・ 『北海道建設保証ニュース』（北海道建設業信用保証株式会社） 

・ 『さっぽろ東本願寺』（真宗大谷派札幌別院広報誌） 

・ 『道新ポケットブック』（北海道新聞） 

・ 『北海道のふる里全書』（月刊クオリティ） 

・ 『北海道遺産明日につなぐ』（朝日新聞北海道報道センター：H21 年 1月 9回連載） 

・ 『北海道遺産見聞録』（北海道新聞：H21 年 5～6月 9回連載） 

◇リーフレット・情報誌などの設置・配布 

北海道さっぽろ食と観光の情報館（札幌駅構内）、観光文化情報ステーション（地下鉄大通 

駅構内）、 中央バス大通ターミナル 2 階の北海道遺産パネル展会場などでリーフレットや情 

報誌を設置・配布いただいた。 

「企業・団体などによる北海道遺産の活用・紹介および北海道遺産ロゴマークの活用」 

◇自治体・団体 PRなど 

・滝川市：「ジンギスカン王国滝川・夏まつりＧＯＫＡＮ」のポスター・チラシ・ジン 

ギスカン引換券に使用 

・ （社）ばんえい競馬馬主協会：ばんえい競馬の馬主募集推進のパンフレット及びポス 

ターへの掲載 

・ （社）石狩観光協会：石狩・茨戸流域振興構想調査事業における舟運プログラム実施 

における募集チラシならびにインターネットでのＰＲに使用 

・中標津町：観光パンフレット改訂の際、北海道遺産を広域パンフレットに掲載 

・黒松内町：景観法第 8 条の規定に基づく景観計画への掲載及び同計画ダイジェスト 

版への掲載



・稚内市：平成 21年度発行の稚内観光ガイドブック、パンフレットにおいて稚内港北 

防波堤ドームと、宗谷丘陵（周氷河地形）を紹介する際に使用 

・松前町：観光リーフレットに使用 

・市町村振興協会カレンダー：2009 北海道遺産カレンダー作成 自治体向け 

・炭鉱ナビ：2009 空知炭鉱遺産カレンダー作成 

・社団法人全国タクシー協会ホームページにて北海道遺産全件掲載 

・ＡＮＡ旅達空間ＨＰ北海道遺産全件掲載 

・紋別市無線同好会事務局：アワード・交信証明書にガリンコ号写真・ロゴマーク使 

用 

◇企業による販促・ＰＲなど 

・㈱シィービーツアーズ（中央バスグループ）：北海道遺産バスでめぐる旅 

・ＪＲ北海道・ＪＲヘルシーウォーキング事務局：ＪＲヘルシーウォーキングにて北 

海道遺産コースの造成 

・㈲丸瀬布印刷：会社の宣伝及び北海道遺産雨宮21号の周知のため、北海道遺産ロゴ 

マークを使用した会社ＰＲ用のぼりを作成 

・㈱ＪＴＢプラネット：ＪＴＢ旅の通信販売カタログ『旅物語』に使用 

・十勝川国際ホテル：北海道遺産モール温泉のＰＲのため、ホームページで使用 

・㈱大宇総業：札内ガーデン温泉のパンフレット・館内ポスターやホームページなど 

で使用 

・㈱ニック：近畿日本ツーリストの「パーソナリップ フリープラン北海道」のパン 

フレット制作のため使用 

・㈱グリーン温泉：温泉施設内及びＰＲパンフレット等に、モール温泉の周知・ＰＲ 

のため使用 

・㈱石田大成社：ＡＮＡセールス㈱発行の旅行パンフレット「旅ドキ北海道」にて、 

北海道遺産情報ページに使用 

・㈱三越日本橋本店旅行部：主催団体旅行の募集パンフレット作成にあたり、北海道 

遺産の説明・ロゴマーク掲載 

・㈱アサツーＤＫ：洞爺湖サミットにて機動隊へ配付のお弁当に北海道遺産の写真をプリ 

ント 

「専用封筒の制作」（3 月） 

ＮＰＯ法人設立に伴い、新規に専用封筒を制作した（角型 2 号および長形 3 号）。 

○99 千円 

※「第 3回大好き HOKKAIDO！観光プラン大賞」は諸事情により未実施。



◇掲載記事例：北海道新聞朝刊連載 H21 年 5～6月（9回）



◇北海道遺産と北海道遺産に関連する掲載記事一覧（H20 年 4月～H21 年 6月現在）











（２）地域活動促進支援事業および地域とのタイアップ事業 

「地域活動の現地調査および発信」 

○27 千円 

◇地域トピックスの取材と特集記事の制作、ホームページの更新 

北海道遺産の活用事例や地域イベントなど、選定地域での活動などで特徴的なものや、北 

海道遺産の楽しみ方を提案する取材を行い、ホームページにおいて特集記事「地域トピッ 

クス」として掲載した。 

・地域トピックス１： 

『ベロタクシーに乗って北海道遺産のスタンプラリーに出かけよう！』 

北海道遺産スタンプラリーと連動し、札幌市内の北海道遺産を、「五綾星」を探しながらベ 

ロタクシーで巡る旅の提案記事を掲載した。 

・地域トピックス２：『オホーツク地域の北海道遺産を訪ねて』 

2008 年 9 月末に遠軽地域で開催された「白滝ジオパークモニターツアー」を同行取材し、 

オホーツク地域の北海道遺産の魅力を紹介した。 

「北海道遺産所在地域の取り組みおよび観光客受入体制等の情報更新」 

北海道遺産地域の皆さんに表題について情報収集を行い、ホームページに掲載した。 

※地域懇談会は諸事情により未実施。 

（３）保全活用推進事業（ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト） 

「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト」（通年～継続中） 

○1,471 千円 

◇第 2 回～第 4 回実行委員会の開催 

昨年度に引き続き下記 5 名の委員により「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト実 

行委員会」を開催した。委員会では、応募された案件の登録審査を行うとともに、本プロジ 

ェクトの今後の展開等について検討した。 

【委員】 

辻井 達一（NPO 法人北海道遺産協議会 会長） 

佐藤 誠 （北海道大学観光学高等研究センター 教授） 

戎谷 侑男（株式会社シィービーツアーズ 代表取締役社長） 

かとうけいこ（有限責任中間法人シーニックバイウェイ支援センター事務局長） 

山重 明 （株式会社ノーザンクロス 代表取締役）



○第 2 回実行委員会開催：平成 20 年 6月 23 日（月）10 時～ 

【議題】第 1 次登録・審査方針 

○第 3 回実行委員会開催：平成 20 年 11 月 13日（木）15 時 30分～ 

【議題】第 1 次新ジャンル登録・今後の公募・PR 方法 

○第 4 回実行委員会開催：平成 21 年 3月 11 日（水）15 時～ 

【議題】第 2 次登録と今後の公募や PR 方法・活用展開について 

◇ムラの宝物の公募（地域からの申請） 

各地に応募の呼びかけを実施し、自治体・団体等から応募（登録申請）のあった様々な地 

域資源を「ムラの宝物」候補として、第 1 次新ジャンル及び第 2 次登録の応募（登録）受付 

を行った。 

○申請公募方法： 

1）市町村、商工会・商工会議所、観光協会への郵送等による応募の呼びかけ 

・実施時期：平成 20 年 6 月（第 1 次新ジャンル公募）、平成 20年 12 月（第 2次登録公 

募） 

2）自治体へのメールによる応募の呼びかけ 

・実施時期：平成 21 年 3 月（第 2 次登録公募） 

3）地方の新聞社、コミュニティ FM 等へ情報提供依頼の実施 

◇ムラの宝物の登録（H21年 6 月 24日現在） 

前年度公募分の第１次、第１次新ジャンル分、第 2 次登録分、計 3 回の審査と登録を実施 

した。 

○全登録件数：188件（56 市町村・エリア） 

「ムラの宝物」＝125 件（40市町村・エリア） 

「ムラの売りもの」＝35 件（21 市町村・エリア） 

「ムラのごはん」＝20 件（14市町村・エリア） 

「ムラの宝物活動事例」＝8件（7 市町村・エリア） 

◇「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト」の告知および情報発信 

平成 19 年度に開設した「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクトホームページ」を情 

報発信の軸として、データベースの公開、更新・運営管理を行った。また、本サイトは新ジ 

ャンル（売りもの・ごはん）増設に伴い拡充を行った。 

○「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト」ＷＥＢサイトの拡充 

「ムラの売りもの」「ムラのごはん」のジャンルを新設したことから、本サイトのデータベ 

ース検索機能を拡充するとともに、今後のデータ集積後多様な切り口から宝物を紹介する 

ため、「私のこだわりタカラモノ」ページを増設した。 

○「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト」ＷＥＢサイトの更新・運営管理



実行委員会による審査終了後、第１次・第２次登録案件をデータベースで公開した。本 

データベースは、所在地エリア・ジャンル・キーワード・フリーワードで検索をかけら 

れ、各データの詳細を見られる構成としている。 

1）第 1 次登録分公開時期：平成 20 年 7 月 

2）第 1 次（新ジャンル）登録分公開時期：平成 20年 12 月 

3）第 2 次登録分公開時期：平成 21 年 3 月 

◇情報誌の発行 

北海道遺産関係者や各自治体等に向けて北海道遺産情報誌「北海道遺産構想第 2 章～ほっ 

かいどうムラの宝物プロジェクト～」を制作・発行し、本プロジェクトの内容や応募方法、 

登録された各市町村の「ムラの宝物」を紹介した。 

○発行時期：平成 21年 3 月 

○印刷部数：5,000部 

○体 裁 ：A4 判、4C、8 ページ 

○配布対象：北海道遺産会員・道内自治体・商工会・商工会議所・観光協会等



◇ムラの宝物／掲載記事 

平成 20年９月３日（水）北海道新聞朝刊 札幌圏部



平成 20年８月６日（水）朝日新聞朝刊 北海道ページ



平成 21年 1月 27 日（火）日本農業新聞



平成 20年８月 23日（土）北海道新聞（北見・オホーツク）朝刊 

平成 20年８月 26日（火）北海道新聞（札幌近郊）朝刊



平成 20年７月 28日（月）北海道新聞（室蘭・胆振）朝刊 

平成 21年４月 1日（水）北海道新聞（室蘭・胆振） 朝刊



平成 20年７月 15日（火）北海道新聞 朝刊 社会面 

平成 21 年１月 31 日（土）北海道新聞 夕刊 １面 

平成 20 年 8月 23 日（土） 
北海道新聞 夕刊



平成 21 年４月３日（金）北海道新聞 朝刊 空知 24 ページ



（４）北海道遺産構想推進協議会の自立へ向けた展開 

「北海道遺産構想推進協議会のＮＰＯ法人化」 

平成 20 年 12 月 10 日、ＮＰＯ法人北海道遺産協議会として設立 

○257 千円 

◇設立までの経緯 

・ＮＰＯ法人北海道遺産協議会・設立総会（平成 20 年 1 月 22日・札幌市） 

・設立認証申請書提出（平成 20 年 9月 17 日） 

・認証書到達（平成 20 年 12月 5 日） 

・設立登記申請（平成 20 年 12 月 10 日：法人成立日） 

・NPO 法人北海道遺産協議会・臨時総会（平成 21年 1 月 23 日） 

（５）協議会の運営について 

「総会の開催」 

○日時 平成 20年 6 月 9日（月） 10:00～11:00 

○会場 ポールスター札幌 3 階「ハーモニー」 

○内容 平成 19 年度事業報告、収支決算及び監査報告、平成 19 年度事業計画（案）、 

収支予算（案）役員の変更について（案）、ＮＰＯ法人北海道遺産協議会の社 

員について（案） 

「臨時総会の開催」 

○日時 平成 21年 1 月 23 日（金）10：30～11：30 

○会場 ポールスター札幌 3 階「ハーモニー」 

○内容 任意団体の解散、ＮＰＯ法人の設立・定款・設立当初の役員・ＮＰＯ法人へ 

の資産の引継ぎと設立当初の資産について、今後について 

「理事会の開催」 

○日時 平成 19年 6 月 9日（月）9:00～9:50 

○会場 ポールスター札幌 3 階「ハーモニー」 

○内容 平成 19 年度事業報告、収支決算及び監査報告、平成 19 年度事業計画（案）、 

収支予算（案）役員の変更について（案）、ＮＰＯ法人北海道遺産協議会の社 

員について（案） 

「賛助会員の募集」 

北海道遺産賛助会員に対し、平成 20 年度中にＮＰＯ法人へ組織変更することを説明し 

引き続きのご支援をお願いした。また、会員に対しては情報誌などを配付した。 

○平成 20 年度賛助会員 

・個人賛助会員 37 人 136 口 

・法人賛助会費 6 法人 8 口



「北海道遺産応援団」について 

○各応援団企業・団体には、協議会への協賛に加え、それぞれの活動の中で応援をい 

ただいた。


